
 

 

 

 

 

 

 

   10 月 23 日（金）に体育大会・文化活動発表会の中止に伴う代替行事を予定してい

ます。７月頃から代替行事「田子中祭」が動き出しました。そして、これまで「田子

中祭」としていた行事名が正式に決定、『蒼波祭』となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この行事には、①から③のような「ねらい」があります。 

①３年生を中心に企画・運営を行い、リーダーシップを育む。 

②１・２年生が来年度の学校行事におけるビジョンを持てる。 

③生徒一人一人が運営に関わることで、達成感を得ることができる。 

 

そもそも、体育大会や文化活動発表会の中止が決まってから、その代替行事をどう

したら良いか、頭を悩ませました。そして、体育大会と文化活動発表会を１本化し、

開閉会式等の【式典】、リレー等の【競争】、展示やステージ発表等の【文

化】、ギネスへの【挑戦】、広報や装飾等の【その他】に生徒一人一人が分か

れ、どんなことができるかを自分たちで考えることから始まりました。 

 

話し合いの中では 

【競争の案】 

メディシングボール・部活動対抗リレー・バケツリレー・台風の目・かくれんぼ 

早押しクイズ・ピンポン玉リレー・障害物競走・絵しりとり・計算大会・・・等 

 

【文化の案】 

 ダンス・書道・クラス合奏・美術コンクール・百人一首・クラス Tシャツ・仮装 

 教室をはなやかにする・囲碁・将棋・写真を掲示・スタンプラリー・・・等 

 

【挑戦の案】 

 本をたくさん借りる・大縄跳び・クラスで DIY・アルミ缶タワー・ドミノ 

 トイレットペーパー積み・無言ダンス・雑草抜き・放送イントロ・・・等 

この「田子浦」という地域で代表されるものと言えば、シラスや駿河湾等の「海」、

広域を見ると富士山のように周りに「あお」が連想されるようなものが多いです。

田子浦らしさを表す「あお」に「蒼」の字を採用しました。 

また、この行事に込めた準備から本番、そしてその後にかけての姿を表す「波」。

波は次から次へと流れ広がっていきます。生徒一人一人が仲間と協力しながら行事

に取り組む姿を１つの波にたとえ、１つの波に続いて活発に周りにも波が起こる様

子を表しました。 

田子浦らしさとこの行事への想いを「蒼波祭」という名に込めました。 

体育大会・文化活動発表会代替行事           富士市立田子浦中学校 

蒼 波 祭 だ よ り 

『田子中祭』改め『蒼波祭（そうはさい）』に決定 



 

等、まだまだ多くの意見が出されました。それらを踏まえ、検討の結果、具体的な

内容が決まりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そして、この行事を進めていくにあたり、「どんな姿を目指すのか」話し合いを行い、

活発な意見交換がされました。各クラスで出たものをまとめると・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

先輩らしい姿を見せる・尊敬される先輩になる・頼られる先輩になる

みんなが楽しんでいる

一致団結して協力する・自分の仕事に責任をもって取り組む

一人一人が輝く・全力で取り組む・行事を通して成長する・メリハリをつける・自分から行動する
人との関わりを大切にする・思いやりをもって行動する・頑張って良かったと思える・笑顔があふれる
クラスがまとまる・満足感が得られる・まわりを見る・思い出に残る

その他

２年生

No.1

No.2

No.3

誰よりも先に３年が動く・３年生が中心になる・下級生のお手本になる・尊敬される先輩になる

みんなで協力する・責任をもって仕事をする・学年を超えて協力する・困っていたら助ける・団結する

一生懸命取り組む・何事にも挑戦する・積極的に動く・全力で取り組む

個々の役割を果たす・一人一人が活躍する・進んで仕事に取り組む・楽しんでいる・笑顔があるれる
メリハリをつける・皆で声を掛け合う・自分から動く・達成感を得る・失敗をプラスにする
安全・限界を超える

３年生

No.1

No.2

No.3

その他

みんなが全力で行事に取り組む

みんなが楽しんでいる・見ている人も楽しくなる・笑顔があふれる

一生懸命取り組み、最後までやり抜く

みんなで協力する・責任をもって仕事をする・全員が活躍する・悔いのない・メリハリをつける
記録に残す・記憶（歴史）に残す・色々なことに挑戦し、高め合う・自ら取り組む・積極的に動く
先輩との交流を大切にする

No.1

１年生

No.2

No.3

その他

各部門の目標と具体的な取組内容 
 

部  門 式 典 競 争 文 化 挑 戦 環境 

 

テ ー マ 

はじまりと 

一体感 

 

熱く 

盛り上がろう！ 

本番に向け 

雰囲気づくりを 

しよう 

高い壁に 

立ち向かおう！ 

環境を整えて 

蒼波祭を 

盛り上げよう！ 

 

 

目  標 

・蒼波祭のはじ

まりを良い

ものにする。 

・学校全体や学

級で一体感

を生む。 

・縦割り活動の 

充実 

・クラス力の向 

 上 

・展示物や学級旗

づくりで雰囲気

づくりをする。 

・学級旗づくりで

クラスの協調性

を高める。 

・全校で 11 万

個を集め、

ギネス記録

超えを狙

う。 

広報：多くの人に知っ

てもらうように

工夫をする。 

装飾：見た人を楽しま

せる装飾を作

り、祭りを盛り

上げる。 

感染症対策：どの人も

安全に楽しめる

ように対策をし

っかりと行う。 

 

 

 

内  容 

・開閉会式の企 

画・運営 

・掲示用スロー 

ガンの作成 

・応援の企画・運営 

・ダンスリレー 

の企画・運営 

・リレー 

・検定 

・カラーリーダー 

・展示物の確認、

展示計画、展示 

・学級旗づくりの

企画・運営 

・学級旗コンテス

トの企画・運営 

・エコキャッ

プ 11 万個を

集め、エコ

キャップア

ートを作

る。 

広報：ZOOM 配信 
   たより発行 
   PR 活動 
装飾：入場門、校

門、展示場
所の装飾 

感染症対策：三密
防止の呼び
かけ・消毒
が簡単にで
きるような
工夫を考え
る。  

 

 



 「自分だけでなく、まわりも楽しい行事にしたい」「この行事をやり遂げたい」「みん

なで協力して成功させたい」「先輩としての姿を見せたい」という熱い想いが伝わって

きます。 

 

みんなの目指す姿、想いを込めて、スローガンを 『SOUZOU』 としました。 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒会のスローガン「想像→創造」や集まった意見の中での「０から創り出す」

という意見を基に、決定しました。 

このローマ字で書く『SOUZOU』には、「思う」「考える」という意味の【想像】と、

「０から創り出す」という意味の【創造】の両方の意味が込められています。この

行事を通してなりたい姿に、「団結」や「協力」等、１人ではできないことが多くあ

りました。準備の段階から、デザインや皆が楽しめる工夫を考え、創り出し、「何も

土台のない行事を成功に近づけていこう」という明確な目標として『SOUZOU』とし

ました。 

おたよりや放送・HP等を利用し、蒼波祭の様子を伝えていきます。 

10 月 ６日（火） 係会②  学級・係等の活動 
 10 月 12 日（月） 学年練習 
 10 月 13 日（火） 係会③ 
 10 月 14 日（水） エコキャップアート作製等 
 10 月 15 日（木） ダンス練習  応援練習 
 10 月 20 日（火） リレー練習  エコキャップアート作製等 
 10 月 21 日（水） 係会④ 
 10 月 22 日（木） 蒼波祭準備 
 10 月 23 日（金） 蒼波祭 
 

【今後の予定（案）】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

蒼波祭組織図・仕事内容・責任者一覧 

 職員会

議 

実行委員会 

校長 

 
 

 

  

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

開閉会式運営 

応援・吹奏楽 

ダンスリレー 

リレー企画・運営 

検定問題作成 

カラーリーダー 

展示集約・作製 

展示割振 

展示計画・指示 

学級旗 

キャップ回収･分別 

デザイン 

広報 

装飾 

感染症対策 

式典部門 

競争部門 

文化部門 

挑戦部門 

環境部門 

部門長： 

教 員： 

部門長： 

教 員： 

部門長： 

教 員： 

部門長： 

教 員： 

部門長： 

教 員： 

 
 

 

 

 


